





























































































































































































































































































































































　回、3 × 1m ほどの範囲を繰り返し掘り返した。
・実験 3（S-290）　ケヤキ直柄に装着（図３-7）。犁の
　ように前方に押しながらの畑を耕起した（図３-8）。









































































































　打製石斧の使用痕観察は、実体顕微鏡（10 ～ 40 倍）




　スコープ Z-2（対物倍率 0.7 ～ 5 倍）
・ 高倍率観察　モリテックス社製同軸落射照明光学ユ
　ニット SOD- Ⅲ、対物レボルバー、オリンパス製対



















　摩滅の程度と範囲は、第 5 ～ 9 図の使用痕分布図と








　1 ～ 4 は、小栗鉄治郎が採集したとされる打製石斧



























































番号   分析番号　  報告等番号  遺構等 　石材
 1　　S-13040　　第53図37  
 2　　S-13041　　第53図38  
 3　　S-13042　　第53図39  
 4　　S-13036　　第53図33  
 5　　S-13044　　第52図1  E地点 　ホルンフェルス
 6　　S-13034　　   ハッカ地点 　ホルンフェルス
番号   分析番号　  報告等番号  遺構等 　石材
 7　　S-13032　　図版78 95-303  Ba-SD25 
 8　　S-13033　　図版80 96-174  O-SK316 
 9　　S-13035　　図版80 96-176  O-包含層 










































































































































































14　　S-12004 第123図7 　　30号A住居 砂岩
15　　S-12005 （2825） 　　F-8-2 
16　　S-12006 （2829） 　　G-7-4 
17　　S-12007 （2847） 　　E-8-4 
18　　S-12008 （2823） 　　F-8-4 
19　　S-12009 （2827） 　　E-1-3 
20　　S-12010 （2868） 　　F-11-3 
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